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い
手
の
確
保
や
先
端
技
術

の
活
用
な
ど
多
様
な
課
題

を
か
か
え
る
林
業
に
あ
っ

て
、
先
進
的
な
取
り
組
み
で
注
目
を

集
め
る
企
業
が
奈
良
県
五
條
市
に
あ

る
。
東
京
ド
ー
ム
１
０
０
個
分
に
相

当
す
る
、
約
５
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

山
林
を
所
有
す
る
玉た
ま

木も
く
ざ
い材

だ
。

　

同
社
は
京
阪
奈
、
三
重
地
区
の
製

材
工
場
や
工
務
店
と
連
携
し
、
地
域

内
で
資
源
を
循
環
さ
せ
る
事
業
に
参

画
し
て
い
る
。
木
材
の
運
搬
を
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
か
ら
自
走
式
機
械
や
架
線

に
よ
る
集
材
方
法
に
改
め
て
、
コ
ス

ト
を
大
幅
に
削
減
。
防
獣
ネ
ッ
ト
の

運
搬
や
被
害
確
認
に
は
ド
ロ
ー
ン
を

活
用
す
る
。「
地
方
創
生
型
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

林
業
」
と
名
付
け
ら
れ
た
こ
の
斬
新

な
施
策
は
、林
野
庁
の
推
進
す
る「
新

し
い
林
業
」
経
営
モ
デ
ル
実
証
事
業

に
採
択
さ
れ
て
い
る
。

　
「
全
国
12
カ
所
の
事
業
が
採
択
さ
れ

ま
し
た
が
、
わ
れ
わ
れ
の
取
り
組
み

は
３
本
の
指
に
入
る
ほ
ど
の
成
果
を

上
げ
て
い
る
と
、
事
業
担
当
の
方
か

ら
お
墨
付
き
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

玉
木
材
を
承
継
し
て
、
グ
ル
ー
プ
内

の
シ
ナ
ジ
ー
が
高
ま
っ
て
い
る
の
を

感
じ
ま
す
」

　

こ
う
熱
を
込
め
る
の
は
、
北き
た

角か
ど

強

社
長
。
２
０
２
０
年
に
玉
木
材
を
第

三
者
承
継
に
よ
り
引
き
継
い
で
以
降
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
を
起
点
と
し
た
林

業
再
生
に
力
を
注
い
で
い
る
。

キ
ノ
コ
メ
ー
カ
ー
と
タ
ッ
グ

　

北
角
社
長
は
、
玉
木
材
を
は
じ
め

グ
ル
ー
プ
５
社
の
代
表
を
務
め
て
お

り
、
中
核
を
な
す
の
が
バ
イ
オ
マ
ス

パ
ワ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ（
Ｂ
Ｐ
Ｔ
）

で
あ
る
。
同
社
の
主
軸
は
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
事
業
で
、
２
基
の
発
電

所
を
運
営
す
る
。

　

25
年
３
月
に
は
、
三
重
県
松
阪
市

に
「
パ
ワ
ー
エ
イ
ド
三
重
シ
ン
・
バ

イ
オ
マ
ス
R
松
阪
発
電
所
」
が
稼
働

し
た
ば
か
り
。
燃
料
に
使
用
し
て
い

る
の
は
、
大
手
キ
ノ
コ
メ
ー
カ
ー
の

ホ
ク
ト
が
廃
棄
処
分
し
て
い
た
使
用

済
み
培
地
（
廃
菌
床
）
だ
。
松
阪
市

に
隣
接
す
る
多
気
町
か
ら
の
相
談
が

発
電
所
開
設
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
、

と
北
角
社
長
は
話
す
。

　
「
ホ
ク
ト
は
多
気
町
に
新
設
し
た
工

場
で
、
ブ
ナ
シ
メ
ジ
と
マ
イ
タ
ケ
を

年
間
６
０
０
０
ト
ン
生
産
し
て
い
て
、

１
日
50
〜
60
ト
ン
の
廃
菌
床
が
排
出

さ
れ
ま
す
。
町
で
排
出
さ
れ
る
廃
棄

物
の
量
が
以
前
の
10
倍
超
に
増
え
、

有
効
活
用
し
た
い
と
の
相
談
を
い
た

だ
い
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、Ｂ
Ｐ
Ｔ

が
廃
菌
床
を
燃
料
と
し
て
有
価
で
購

入
し
、木
材
チ
ッ
プ
を
混
ぜ
て
バ
イ
オ

マ
ス
燃
料
を
製
造
。
発
電
し
た
電
気

を
ホ
ク
ト
に
買
い
取
っ
て
利
用
し
て

も
ら
う
こ
と
を
提
案
し
た
の
で
す
」

　

発
電
所
の
特
徴
は
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格
買
い
取
り
制
度

（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
に
依
存
し
な
い
と
こ
ろ
。

１
時
間
当
た
り
１
９
９
０
キ
ロ
ワ
ッ

ト
、
年
間
１
６
４
７
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト

（
約
４
０
０
０
世
帯
分
）の
発
電
量
を

見
込
む
。

　

北
角
社
長
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
業
界
に

挑
む
動
機
と
な
っ
た
の
は
、
11
年
に

発
生
し
た
福
島
原
発
事
故
だ
っ
た
。

担

ビ ●ジ モ●ネ デ●ス ル

中央右が北角強社長。中央左に森村照私顧問税理士。
右端は山元眞明氏（淀屋橋総合会計奈良事務所）、左端は森村翔氏（同）

◉玉木材　林業

良質なスギ、ヒノキの生産地として名高い奈良県。玉木材は90年超の業歴を持ち、吉野地域を中心に広
大な山林を所有する。2020年に第三者承継により経営を引き継いだ北角強社長の描く「フォレスト・
シップ構想」のもと、第二の創業期を迎えようとしている。

SE出身の再エネ企業経営者が
林業の老舗に変革をもたらす
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も
と
も
と
職
人
や
技
術
者
に
強
い
憧

れ
が
あ
り
、
大
企
業
向
け
の
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
開
発
を
手
が
け
る
シ
ス
テ

ム
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
（
Ｓ
Ｅ
）
を
経
て
、

太
陽
光
発
電
に
専
門
特
化
し
た
Ｉ
Ｔ

ベ
ン
チ
ャ
ー
に
勤
務
し
て
い
た
。
福

島
原
発
３
号
機
が
爆
発
す
る
映
像
に

衝
撃
を
受
け
、
起
業
を
決
意
す
る
。

41
歳
の
と
き
だ
っ
た
。

　
「
当
時
、
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
と
し
て
、

東
日
本
に
人
が
住
め
な
く
な
る
か
も

し
れ
な
い
と
い
う
話
が
持
ち
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。
事
故
が
発
生
し
た
と

き
、
私
た
ち
の
生
活
に
こ
れ
ほ
ど
甚

大
な
影
響
を
も
た
ら
す
産
業
は
他
に

考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
福
島
原
発
事
故

に
よ
り
、
電
源
三
法
交
付
金
制
度
な

ど
原
子
力
発
電
を
取
り
巻
く
し
く
み

を
知
り
、
日
本
の
い
び
つ
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
業
界
の
構
造
に
疑
問
を
抱
い
た

の
が
発
端
で
す
」

　

３
月
11
日
の
午
前
中
、
く
し
く
も

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を
促

す
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別
措

置
法
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
て
い
た
こ

と
に
も
因
縁
め
い
た
も
の
を
感
じ
て

い
た
、
と
明
か
す
北
角
社
長
。
機
を

見
る
に
敏
、
そ
こ
か
ら
の
行
動
に
迷

い
は
な
か
っ
た
。

Ｓ
Ｅ
思
考
で
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

　

同
年
10
月
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
手
が
け

る
イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ
エ
ナ
ジ
ー
を
設

立
。
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
も
追
い
風
と
な
り
、

太
陽
光
発
電
ビ
ジ
ネ
ス
が
伸
長
す
る
。

そ
の
後
、
太
陽
光
発
電
へ
の
参
入
事

業
者
が
増
え
、
バ
ブ
ル
の
よ
う
な
状

況
を
呈
し
た
の
を
機
に
、
太
陽
光
発

電
か
ら
い
っ
た
ん
距
離
を
置
い
た
。

　

北
角
社
長
は
「
企
業
経
営
で
大
切

な
の
は
、
他
社
と
異
な
る
領
域
で
勝

負
す
る
こ
と
」
と
強
調
す
る
。
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
の
種
を
見
つ
け
る
の
に
、

時
間
は
さ
ほ
ど
か
か
ら
な
か
っ
た
。

　
「
松
阪
市
で
解
体
業
を
営
む
知
人
か

ら
、
建
物
解
体
時
に
発
生
し
た
大
量

の
木
く
ず
を
熱
源
用
の
チ
ッ
プ
と
し

て
、
地
元
企
業
に
提
供
し
て
い
る
と

い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。
チ
ッ
プ
を

燃
や
せ
ば
電
気
を
つ
く
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
と
考
え
、
Ｂ
Ｐ
Ｔ
を
設

立
す
る
に
至
り
ま
し
た
」

　

北
角
社
長
は
創
業
前
、
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
開
発
を
10
年
以
上
経
験
し
て
い

た
が
、
Ｓ
Ｅ
時
代
に
培
っ
た
設
計
力

が
い
か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
た
の
が

「
フ
ォ
レ
ス
ト
・
シ
ッ
プ
構
想
」
と

2025年3月に運転開始した「パワーエイド三重シン・バイオ
マス®松阪発電所」（下）
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い
う
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
で
あ
る
。
同

構
想
で
は
、
中
山
間
地
の
森
林
を
ベ

ー
ス
に
資
源
を
循
環
さ
せ
、
地
域
内

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
賄
う
こ
と
を
一い
つ
そ
う艘

の
船
に
見
立
て
た
。

　
「
も
と
も
と
、
こ
の
構
想
は
小
林
昭

雄
大
阪
大
学
名
誉
教
授
に
ヒ
ン
ト
を

い
た
だ
い
た
概
念
で
す
。
何
が
ど
の

よ
う
に
入
出
力
さ
れ
る
か
を
定
義
し
、

全
体
最
適
を
図
る
の
が
Ｓ
Ｅ
の
思
考

法
。
脱
炭
素
と
い
う
目
標
に
向
か
い

航
海
す
る
イ
ン
フ
ラ
、
す
な
わ
ち
シ

ス
テ
ム
を
提
供
す
る
の
が
、
わ
れ
わ

れ
の
役
割
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
」

　

新
た
な
視
点
に
共
感
し
た
北
角
社

長
は
、
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
等
の
生
成

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
、
構
想
を
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
く
。

焼
却
灰
を
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル

　

耕
作
放
棄
地
や
未
整
備
森
林
を

「
フ
ォ
レ
ス
ト
ベ
ー
ス
」
と
し
て
と

ら
え
、
船
を
推
進
す
る
一
翼
を
担
う

の
が
玉
木
材
で
あ
る
。
同
社
で
は
、

北
角
氏
に
よ
る
か
じ
取
り
の
も
と
、

戦
略
的
な
植
林
を
通
し
て
、
収
益
の

向
上
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

　
「
従
来
植
林
し
て
い
た
ス
ギ
や
ヒ
ノ

キ
に
加
え
、
早
生
樹
で
あ
る
セ
ン
ダ

ン
や
、
ウ
イ
ス
キ
ー
樽た
る

の
材
料
と
し

て
需
要
の
高
ま
っ
て
い
る
ミ
ズ
ナ
ラ

な
ど
、
伐
採
時
期
を
念
頭
に
置
き
つ

つ
、
多
様
な
樹
種
を
植
え
て
い
ま
す
。

早
生
樹
は
発
電
用
の
燃
料
と
し
て
活

用
し
て
お
り
、
こ
の
取
り
組
み
は
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発

機
構（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）が
推
進
す
る『
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
森
』
実
証
事
業
に
採
択

さ
れ
て
い
ま
す
」

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
よ
り
発

生
し
た
焼
却
灰
を
、
特
殊
肥
料
や
再

生
材
と
し
て
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
進
行
中
だ
。
こ
の

発
電
所
由
来
の
副
産
物
は
超
薄
肉
コ

ン
ク
リ
ー
ト
パ
ネ
ル
の
原
料
と
し
て

生
ま
れ
変
わ
り
、
25
年
開
催
の
大

阪
・
関
西
万
博
で
は
、
シ
グ
ネ
チ
ャ

ー
パ
ビ
リ
オ
ン
の
外
壁
に
使
用
さ
れ

た
。「
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
事
業
が
軌

道
に
乗
り
全
て
の
ピ
ー
ス
が
は
ま
り

ま
し
た
」
と
北
角
社
長
は
フ
ォ
レ
ス

ト
・
シ
ッ
プ
構
想
の
手
応
え
を
語
る
。

　

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
企
業
出
身
の
経
営

者
が
掲
げ
る
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
、
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
集
材
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
と
い
う
立
ち
位
置
か
ら
脱
却
を
図

り
つ
つ
あ
る
玉
木
材
。
収
益
構
造
の

改
善
に
向
け
、
計
数
管
理
も
ぬ
か
り

な
い
。
毎
月
開
催
す
る
進し
ん
ち
よ
く捗

会
議
で

は
、
締
め
日
か
ら
３
営
業
日
以
内
に

出
力
さ
れ
る
月
次
試
算
表
を
元
に
、

将
来
の
打
ち
手
を
話
し
合
う
。

　

玉
木
材
の
顧
問
税
理
士
と
し
て
、

資
金
調
達
な
ど
幅
広
く
支
援
し
て
き

た
森
村
照て
る

私き

氏
は
「
北
角
社
長
は
、

Ｔ
Ｋ
Ｃ
自
計
化
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し

て
月
次
業
績
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
把
握

さ
れ
、
最
先
端
の
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
を
意

欲
的
に
取
り
入
れ
て
変
革
を
図
ら
れ

て
い
ま
す
」
と
評
す
る
。
同
社
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
と
の
連
携

に
よ
る
飛
躍
は
、
林
業
生
き
残
り
の

新
た
な
道
を
示
唆
し
て
い
る
。

新たな森林再生モデル
フォレスト・ベース

（ForestBase）

地域資源循環型・
環境配慮型

アップサイクル設備
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土壤改良材
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肥料利用
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発電所

バイオマス燃料早生樹
センダン・杜仲

広葉樹
クヌギ・コナラ等

インターナルカーボンサーキュレーションシステム

非化石•
脱炭素電源

バイオマス
燃焼副産物
（焼却灰）

二酸化炭素

再生骨材

再生路盤材・砕石

特殊肥料

針葉樹
スギ・ヒノキ

早生樹 （センダン）

森
林
ク
レ
ジ
ッ
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コンクリート2次製品

地
域
イ
ン
フ
ラ
お
よ
び

フ
ォ
レ
ス
ト
・
ベ
ー
ス

（ForestBase

）

バイオマスパワーテクノロジーズ株式会社
設　立　2015年12月
所在地　三重県松阪市小片野町1790番地1
売上高　6億3000万円（2025年3月期）
従業員数　30名

株式会社玉木材
創　業　1930年
所在地　奈良県五條市野原西4-2-8
従業員数　5名

税理士法人淀屋橋総合会計 奈良事務所
所長 代表社員　森村照私
奈良県香芝市真美ケ丘2-7-20

フォレスト・シップ（ForestShip）構想

北角氏提供の資料を一部加工


